
通 告 No. 

 
一般質問通告書 

議 長 局 長 副局長 係 長 係 

     

平成３０年第１回定例会 

（  月  日  時  分受付） 

下記の件について、一般質問の通告をいたします。 

2018 年  2 月 13 日 

 

質問議員氏名   野中 弥生         

 

新座市議会議長 様 

記 

資料の 

映 写 

執行部ヒアリング日時 

※ ２月１５日（木）議運終了後～２月２０日（火） 

までにお願いします。 

（収受印） 

 

有 

        

2 月 19 日 午前 10 時 ～ 12 時  
 

件  名 要       旨 答 弁 者 映写 

1.行政問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.市民にとってわかりやすい情報提供のあり方につ

いて 

（1）やさしい日本語の使用について 

各課の申請書や説明文など公文書は、外国人、高齢者、

子ども、障がい者等、誰にでも理解できるやさしい日

本語を使用して作成すべきと考えます。また、ホーム

ページの文章は、外国語に翻訳しても違和感のないも

のとなるよう、できる限り簡潔なわかりやすい文章を

掲載すべきです。市の見解を伺います。 

（2）ホームページの書体について 

UD（ユニバーサルデザイン）書体等、読みやすい書体

を使用すべきと考えます。市の見解を伺います。 

（3）災害など緊急時の情報発信について 

市のフェイスブックやツイッターなどのSNSやホーム

ページでの緊急時の情報発信は、簡潔かつ明快なも

の、イラストやピクトグラム（絵文字）などで外国人

が見ても理解可能なものとなるよう研究していくべ

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2.福祉問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.教育問題 

きと考えます。市の見解を伺います。 

1.ひきこもり支援 

ひきこもりの長期化高齢化が問題になっています。国

は 40 から 59 歳のひきこもりの実態調査を始めます。

市ではどのように実態調査をしていきますか。長期化

高齢化を防ぐためには、本人と家族に寄り添った切れ

目ない支援体制を構築していくべきと考えますが、市

の見解を伺います。 

（1）家族の支援について 

家族で問題を抱え込みがちで、適切な支援を受けられ

ない場合が多いと考えられます。相談窓口の設置、同

じ悩みを持った家族が集える地域の居場所づくり、勉

強会の開催などで家族の支援ができないか、市の見解

を伺います。 

（2）居場所づくりと就労につなげる取組について 

長期化で社会とのつながりが断たれている当事者に

とって、就労の前段階としての居場所づくりや研修な

どの機会が必要と考えますが、市の見解を伺います。 

2.放課後児童保育室の狭あい化解消と子どもの放課

後居場所づくりについて 

全ての児童の安全・安心な居場所づくりの観点から、

しっかりと連携・協力して事業を進めていただきた

い。市として両者の将来像をどのように描いているの

かお伺いします。ココフレンドの全校設置の早期実

施、学校施設の更なる開放など、「放課後子ども総合

プラン」に基づいて市の今後の取組をお聞きします。 

1.英語教育について 

新座市は「国際化教育特区」として全国に先駆けて英

会話等国際理解教育が進められてきました。 

2020 年に小学校での英語教育が必修化されるにあた

り、新座市の英語教育についてどのような変更がある

か、今後の考え方及び進め方についてお伺いします。 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長並びに 

教育長 

 

 

 

 

 

 

市長並びに 
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また、英語検定等の受験費用の助成について市のお考

えをお伺いします。 

※ 答弁者欄は、市長又は教育長を指名しても関係部長を含むものとします。 

 

 

 


